
「算数・数学ステップ・アップ５」実践例 

 

 

＜テーマ＞ 

立体図形の投影図について考える学習を通して，立体の性質に関心をもたせる取組 

（気仙沼市立条南中学校） 

＜実践例１＞ 中学校１年生 立体の投影図 

１ 本時のねらい 

・それぞれの立体には，投影図の方向によって特徴的な形があることを理解させ，立体名を決

定するためには，立面図，平面図，側面図が必要であることに気付かせる。 

 

２ 授業の流れ 

（１）導入 

 ①身近にある立体を用意し，前から見た図と上から見た図がどんな形になるかを考える。 

   例：円錐→パーティー用帽子，メガホン  立方体→サイコロ 

 ②学習課題を提示する。 

『いろいろな立体の投影図はどのような図形になるか考えよう。』 

 

（２）展開 

 

   立面図 

 

① 個人 

 

平面図 

 

 

② グループ 

 

       立方体  三角柱   円柱 

 

                    

 

③ 一斉   三角柱   四角錐 

 

 

（３）終末 

 ① 振り返りを記入する。 

② 身近な例を紹介する。 

 

１ 

教師「立体は１つしか考えられないかな？」 

生徒「三角柱を倒しても，前から見ると正方形だ

し，上から見ても正方形になるぞ。」 

生徒「四角錐を倒してみると，前から見ると正方

形で，上から見ると三角形に見えるよ。」 

生徒「前，上からだけじゃなく，横から見ること

も大切そうだなあ…」 

教師「立面図が正方形である立体があります。こ

の立体を上から見た図（平面図）をいろいろ考え

てみましょう。」 

 

教師「考えた平面図をグループ内で発表し

合い，その平面図をもつ立体の名前

を考えよう。」 

教師「それぞれ立面図，平面図，立体名を

グループごとに発表しよう。」 

教師「ものを作るときの設計図は，平面図，立面図，側面

図の３つが必要です。よく使われるのは，第三角法という

方法です。」 


